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令和７（２０２５）年度 学習院大学 学校推薦型選抜（公募制） 
法学部政治学科 論述 「解答又は解答例」及び「出題の意図」 
 
Ⅰ 著者は確実に平和を実現するための具体的な措置は存在しないことの同義（あるいは
結果）として、現在世界に実存する「具体的平和」は特定の条件が整ったことによって成
立している一時性を有することを主張している。すなわち「但し書き」とは、平和が探求
によって達成されたと主張することを控え、たまたま環境要因が良かったのだと留保すべ
きなのだと説明している。 
採点のポイント 
・「具体的な平和」についての説明がなされているか。 
・ 「但し書きが必要」という限定性について説明がなされているか。 
 
Ⅱ 自由回答 例：「抽象的な平和などありはしない」とする主張など 
採点のポイント 
・文章から筆者の主張を適切にくみ取っているか。 
・理由・根拠が述べられているか。 
・誤字・脱字などがなく、文章全体に一貫する論理性がみられるか。 
 
Ⅲ 自由回答 例：「抽象的な平和」とは人々の生活を豊かにするものではないが、希望
を与える概念として共有されることは否定できないのではないか。 
採点のポイント 
・Ⅱで取り上げた論点に接続して議論を組み立てているか。 
・批判的検討が十分に表現されているか。 
・誤字・脱字などがなく、文章全体に一貫する論理性がみられるか。 
 


